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研修・イベント

助成金情報

4月2～8日は
「発達障害啓発週間」

だよ！
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誕生！！子ども福祉委員
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あなたのまちの社協ナビ……P7

篠山市社協
みんなが主役 支え合うまち ささやま
～元気な地域づくり～
地域を駆ける！ワーカー物語

当事者に寄り添いながら地域を拓く
稲美町社会福祉協議会　村下有美さん

兵庫県からつなぐ被災地支援……P9
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みんなの広場……P11
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経営計画策定マニュアル【改訂版】
社会福祉法人

その１　現場の実態をより反映した構成・内容にしました
その２　事例や現場の工夫を盛り込みました
その３　“すぐ使える″ワークシート集を改善！

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

改訂ポイント

平成２４年３月1日発行
Ａ４判 ７８ページ

１，０００円

申込み・問合せ先　兵庫県社会福祉協議会 総務企画部 
　　　　　　　　 Tel 078-242-4633   Fax 078-242-4153

経営計画を作成するための「マニュアル」本。自法人で３年から
５年後を見据えた中期経営計画づくりに取り組む一助にぜひ。

―より実践向けに！経営者だけでなく
　職員リーダーにもおススメ―

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

4
No.734

生命保険協会
子育て家庭支援団体に対する助成
就学前の子供の保護者など（妊婦を含む）への
支援活動を行っている団体に対し助成します。
対象　就学前の子供の保護者等（妊婦等を
含む）に対し学習会活動や相談活動などの
支援活動を行う民間非営利の団体、ボラン
ティアグループ、特定非営利活動法人で、申
請時点で1年以上の活動実績を有し、継続
して運営しているなどの要件を満たす団体
助成額　1団体上限25万円（総額1,400万円）
締切り　平成24年4月27日（金）消印有効
●申●問生命保険協会「子育て家庭支援団体に
対する助成活動」事務局
TEL03-3286-2643
URL　http://www.seiho.or.jp

きょうされん兵庫支部まつり
障害のある人たちの地域で「働く」「活動する」
「生活する」ことを応援する活動の一環として、
きょうされん兵庫支部まつりを開催します。
日時　平成24年4月21日（土）11:00～15:00
会場　神戸市新長田　鉄人広場
内容　出店、ステージ上での演奏・催し物、障害
者スポーツ体験など
●問きょうされん兵庫支部まつり事務局
TEL078-582-4016

第18回 高齢者・障がい者の
快適な生活を提案する総合福祉展
バリアフリー2012
西日本最大の総合福祉展。基調講演・各種セ
ミナー・ワークショップ等多数開講します。
日時　平成24年4月19日（木）～21日（土）
　10：00～17：00
会場　インテックス大阪
主催　大阪府社会福祉協議会・テレビ大阪
●申●問バリアフリー展事務局
TEL06-6944-9913
URL　http://barrierfree.jp

第16回 パーソンセンタードケア
ワークショップ in 大阪
認知症ケア「パーソンセンタードケア」について
ワークショップを通してわかりやすく学びます。
日時　平成24年5月19日（土）12：30～16：30
会場　日本メンタルヘルス協会大阪校
参加費　CLC会員・ブリコラージュ読者5,500円、
一般7,500円
●申●問全国コミュニティライフサポートセンター
（CLC）TEL022-727-8730
URL　http://www.clc.japan.com/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
キリン福祉財団　平成24年度
①キリン・こども「力」応援事業
②キリン・シルバー「力」応援事業
子どもの発想から生まれ、子どもが主体となり
実施する活動や、高齢者が地域のために、その
知識・技術・経験を活用するグループによるボラ
ンティア活動に対し助成します。
対象　①18歳以下のメンバーが中心となり
活動する4人以上のサークル、グループ※
小・中・高等学校、フリースクール・フリース
ペース・児童館・児童養護施設などが計画
運営しているクラブ・サークル活動・課外授
業や修学旅行は対象外②65歳以上のメン
バーが中心となって活動する4人以上のグ
ループ※老人福祉施設などが計画・運営し
ているクラブ活動・サークル活動は対象外

助成額　①1件上限15万円②1件上限30万
円（総額①②あわせて1,200万円）

締切り　平成24年4月30日（月）消印有効
●申●問公益財団法人キリン福祉財団
TEL03-5540-3522

兵庫県共同募金会 平成24年度
ボランティア・ＮＰＯ支援事業
対業　兵庫県に所在し、県域または複数市区
町域で活動を行うボランティア団体・特定
非営利活動法人で1年以上の継続的、組織
的活動実績があること

助成額　1団体上限40万円（総額350万円）
締切り　平成24年5月18日（金）消印有効
●申●問社会福祉法人 兵庫県共同募金会
TEL078-242-4624

URL　http://www.akaihane-hyogo.or.jp/

みずほ教育福祉財団
第29回「老後を豊かにする
ボランティア活動資金」
高齢者のためのボランティア活動を奨励します。
対業　地域社会で高齢者のための活動をすす
めている幅広いボランティアグループ（住民
参加型在宅福祉サービス団体等を含む）で、
ボランティア数10～50人程度、結成以来
の活動実績が2年以上の団体（本女性を過
去3年以内に受けたグループ、老人クラブ、
法人格を有する団体は対象外）表訴権

助成額　1グループ上限10万円（140グルー
プ程度）

締切り　平成24年5月31日（木）
●申●問財団法人 みずほ教育福祉財団
TEL03-3596-4532

URL　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

募　集募　集
赤い羽根共同募金 平成24年（2012年）
記念バッジデザイン募集
対象　共同募金会の5府県（滋賀県・兵庫県・
奈良県・和歌山県・大阪府）に在住、または
在勤・在学の方

締切り　平成24年4月20日（金）
賞金　採用作10万円、愛ちゃん賞（5点）
5,000円、希望くん賞（20点）1,000円分図
書カード
●申●●問社会福祉法人大阪府共同募金会
TEL06-6762-8717

事務局長　 永守 研吾
事務局次長兼 権利擁護センター所長
 小林 茂
総務企画部 部長　 都 完治
総務企画部 副部長 戸田 達男
総務企画部 主事 吉田 尚史
総務企画部 主事（兵庫県健康福祉部社会福
祉局高齢社会課派遣）  長谷川 哲也
地域福祉部 部長（兼務免） 馬場 正一
地域福祉部 副部長 荻田 藍子
地域福祉部 主事　前川 奈津子（新規採用）
地域福祉部 研修生（［社福］みのり福祉会から
派遣） 黒川 泰代
生活資金部 部長 衣川 哲夫
生活資金部 主任 井筒 隆久
福祉事業部 部長 福島 真司
兵庫県福祉サービス運営適正化委員会
事務局長兼経営相談室長 藤原 泰仁
福祉人材センター 所長 前田 剛
福祉人材センター 副部長 安並 剛志
社会福祉研修所 所長 圓尾 辰夫
同研修第一部 部長 小田 直樹
同研修第一部 主任 松本 裕一
同研修第二部 部長 岩木 久敏
ひょうごボランタリープラザ 総務調整部 副部長
 前田 敬代
同総務調整部 主事 鬼城 良一
同交流支援部 部長 入江 浩子

福祉事業部 部長 長尾 泰邦
兵庫県福祉サービス運営適正化委員会事務
局長兼経営相談室長 才田 茂雄
社会福祉研修所 所長 濱口 清子
同研修第二部 参事 惣田 憲司
ひょうごボランタリープラザ交流支援部 部長
 野倉 加奈美

遺産相続の無料相談受付中！

・相続手続きって何をしたらいいの？
・もめないための事前対策はありますか？
・相続税がかかるか事前に相談したい。

相続　  遺言書　  相続税　  事業承継

県社協職員異動 平成24年4月1日付

退　職 平成24年3月31日付

神戸しあわせ相続サポートセンター

　 0120-161-362
受付（平日）８：００～２０：００
神戸市灘区永手町5丁目2番6号永手ビル4階（JR六甲道駅より徒歩1分）

兵庫県社協
「2015年計画」と
平成24年度の主要事業

お電話にて
ご予約下さい

どんな相談もお気軽に！
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の
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民
一
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ひ
と
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が
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の
あ

り
よ
う
を
考
え
、福
祉
社
会
の
実
現
に

向
け
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
認
識
に
よ
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。こ
の
課
題
認
識

に
基
づ
き
、4
つ
の
協
働
推
進
目
標
を

会
員
に
呼
び
か
け
た
。

　
な
お
、県
社
協
の
使
命
は
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県
内
の
地

域
福
祉
を
す
す
め
る
力
を
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集
し
、私
た

ち
が
目
指
す
福
祉
社
会
づ
く
り
を
す
す

め
る
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と
。今
後
、県
社
協
で
は
、会
員

を
は
じ
め
多
様
な
団
体・個
人
と
問
題
意

識
を
話
し
合
い
な
が
ら
、こ
の
使
命
に
基

づ
く
事
業
を
展
開
す
る
。事
業
展
開
の
方

向
性
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
4
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
。

　
「
2
0
1
5
年
計
画
」は
、平
成
23
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
県
域
の
地
域
福
祉

推
進
計
画
で
、5
年
間
の
県
社
協
の
活
動

方
針
を
定
め
て
い
る
。

　
同
計
画
で
は
、「
認
め
合
い 

と
も
に
つ

な
が
り 

支
え
合
う 

み
ん
な
で
つ
く
る 

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」と
い
う
全
県
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、福
祉
社
会
の
姿
を
提
案

し
た
。計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、従
来
の
福

祉
分
野
だ
け
で
な
く
幅
広
い
団
体
・
個

人
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
こ
と
。こ
れ

は
、「
無
縁
社
会
」に
象
徴
さ
れ
る
今
ま

　平成23年度からスタートした兵庫県社協
「2015年計画」は、県内の地域福祉の次の一
歩を描く上で、あらためて私たち一人ひとり
が望む社会のありようを考え、みんなが参加
してつくる福祉社会を呼びかけている。
　今月は、この呼びかけをさらに広げ、実体化
させる上での県社協自身の今後5年間の事業
方針と、それに基づく平成24年度の主な事業
を紹介する。

こ
の
一
環
と
し
て
、平
成
24
年
度
は「
全

国
校
区・小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
」

（
神
戸
市
社
協
等
主
催
）を
共
催
し
、各

地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
機
運
が
全
県

で
高
ま
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

①
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定
支
援

　
現
在
、県
内
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
の

策
定
状
況（
平
成
23
年
4
月
現
在
）は
、31

市
町（
77
．5
％
）で
、そ
の
ほ
か
の
社
協
も

現
在
策
定
中
、ま
た
は
策
定
予
定
と
な
っ

て
い
る
。計
画
活
動
は
、住
民
自
身
が
地

域
の
福
祉・生
活
課
題
を
把
握
し
、話
し

合
い
に
よ
り
、計
画
化
し
、協
働
の
力
で

課
題
解
決
を
図
る
と
い
う
地
域
の
福
祉

力
を
高
め
る
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。県

社
協
は
、県
内
す
べ
て
の
市
町
社
協
が
地

域
福
祉
推
進
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
。ま
た
、

兵
庫
県
と
も
連
携
し
、す
べ
て
の
市
町
で

行
政
に
よ
る
地
域
福
祉
計
画
が
策
定
さ

れ
る
よ
う
支
援
を
進
め
る
。

②
市
町
社
協
の
基
盤
強
化
に
向
け
た

　「
課
題
別
検
討
会
」の
開
催

　
市
町
社
協
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

業
」を
実
施
す
る
。23
年
度
は
、62
事
業
が

採
択
さ
れ
た
。

①
社
会
福
祉
従
事
者
の
育
成
支
援
強
化

　

平
成
24
年
度
は
新
規
で「
チ
ー
ム・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
」を
実
施
す

る
な
ど
、職
場
づ
く
り
の
要
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
層
の
育
成
を
強
化
す
る
。

②
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
と

　
資
質
向
上

　
介
護
支
援
専
門
員
の
実
務
研
修
受
講

試
験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、そ
の
養
成

と
資
質
向
上
を
目
指
し
た
体
系
的・系
統

的
な
研
修
を
実
施
す
る
。

③
職
場
研
修
の
支
援

　
23
年
度
に
作
成
し
た「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者

の
た
め
の
新
任
職
員
育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、新
規
事

業
と
し
て「
新
任
職
員
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
研

修
」を
実
施
す
る
な
ど
、職
場
研
修
の
支

援
を
継
続
す
る
。

④
社
会
福
祉
法
人
経
営
計
画
づ
く
り
支
援
と

　
新
会
計
基
準
へ
の
移
行
支
援

　
平
成
23
年
度
に
改
訂
し
た「
社
会
福
祉

法
人
経
営
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
活

用
し
、研
修
や
指
導
者
派
遣
を
通
じ
た
経

営
計
画
策
定
支
援
を
行
う
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
の
社
会
福
祉

法
人
新
会
計
基
準
の
移
行
に
向
け
、会
計

実
務
研
修
や
経
営
相
談
室
で
の
相
談
事

業
を
行
う
。

⑤
福
祉
施
設
と
地
域
と
の
連
携
支
援

　
地
域
の
福
祉
拠
点
で
あ
る
社
会
福
祉
法

人
が
専
門
性
を
生
か
し
、社
協
や
民
生
委

員
な
ど
と
協
働
し
て
福
祉・生
活
課
題
の

解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
。平

成
24
年
度
は
、経
営
協
と
協
働
し
、県
内
法

人
の
地
域
で
の
公
益
的
な
取
り
組
み
の
実

態
把
握
と
事
例
収
集
を
行
い
、地
域
と
の

協
働
実
践
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
。

①
市
町
域
で
の
市
民
後
見
人
の
養
成
と

　
体
制
整
備
を
支
援

　
県
モ
デ
ル
事
業「
市
民
後
見
人
養
成
研

修
事
業
」を
踏
ま
え
、今
後
も
県
と
連
携

し
て
市
町
域
で
の
市
民
後
見
人
の
養
成
と

体
制
整
備
を
支
援
す
る
。ま
た
、県
内
各

地
で
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る「
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
」構
想
や
、障
害
者
虐
待
防
止

法
の
施
行
に
伴
う「
障
害
者
虐
待
防
止
セ

機
能
を
高
め
る
た
め
、市
町
社
協
活
動
推

進
協
議
会
の
運
営
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、地
域
福
祉
の
課
題
別
の
検
討
会
を
開

催
す
る
。市
町
社
協
役
職
員
の
階
層・職

種
別
会
議
や「
全
国
校
区・小
地
域
福
祉

活
動
サ
ミ
ッ
ト
」と
も
連
動
さ
せ
つ
つ
、地

域
福
祉
を
進
め
る
上
で
の
課
題
対
応
に
つ

い
て
、研
究・協
議
す
る
。

　
ま
た
、社
協
に
よ
る「
安
心
生
活
創
造

事
業
」「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設

置
事
業
」の
成
果
の
全
県
的
な
普
及
を
図

り
つ
つ
、新
た
に
実
施
さ
れ
る
県
の「『
安

心
地
区
整
備
』推
進
事
業
」等
と
も
連
携

し
な
が
ら
、市
町
社
協
の
地
域
福
祉
推
進

体
制
の
支
援
を
進
め
る
。

①
ひ
ょ
う
ご
若
者
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

　（
仮
称
）発
足

　
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
各

地
の
災
害
で
は
、県
内
の
大
勢
の
若
者
の

力
が
支
援
に
生
か
さ
れ
た
。こ
の
動
き

を
一
過
性
の
も
の
と
し
な
い
た
め
、平
成

24
年
度
に「
ひ
ょ
う
ご
若
者
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
」（
仮
称
）を
発
足
し
、県
内
外

で
の
救
援
活
動
に
生
か
す
。

②
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

　

国
の「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
交
付

金
」を
活
用
し
、平
成
23
年
度
に
引
き
続

き
24
年
度
も「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事

　
「
2
0
1
5
年
計
画
」推
進
の
2
年
目

に
あ
た
る
平
成
24
年
度
は
、4
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
次
の
事
業
を
推
進
す
る
。

こ
こ
で
は
新
規・重
点
な
ど
2
〜
3
の
事

業
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

　
誰
に
も
看
取
ら
れ
な
い
孤
立
死
、支
援

の
ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
虐
待・Ｄ

Ｖ
、引
き
こ
も
り
な
ど
、傷
病
や
失
業
な

ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

孤
立
化
し
、支
援
の
手
も
届
か
な
い
人
々

が
増
え
て
い
る
。こ
う
し
た
現
象
が「
無

縁
社
会
」と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

今
ま
さ
に
私
た
ち
の
望
む
家
族・地
域・

職
場
の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
す
局
面
に

あ
る
。県
社
協
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら

計
画
推
進
期
間
の
平
成
27
年
度
ま
で
、

会
員
を
は
じ
め
と
す
る
賛
同
団
体
と
と

も
に
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
、つ
な
が
り
の
な

い
社
会
の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
し
、警
鐘

を
鳴
ら
す
各
種
の
取
り
組
み
を
始
め
る
。
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兵
庫
県
社
協

「
2
0
1
5
年
計
画
」と
は

平
成
24
年
度

県
社
協
の
主
な
事
業

　“地域福祉を推進する要”である市町社協を支援するととも
に、全県的な地域福祉課題について、関係者との研究・協議の
場づくりや政策提言を行い、市町域での地域福祉の推進力を
総合的に高める支援を行います。

このために・・・
1▶市町域での地域福祉を推進する方策検討の場を
　  多様なかたちで創出します。
２▶市町社協の基盤強化を進めるための支援をおこないます。
3▶「コミュニティワーカー」の育成を進めます。
4▶地域福祉の課題を調査・研究し、政策提言活動の
　  強化を図ります。

　幅広いまちづくりの担い手が連携し、「担い手＝人」と「拠
点」、「資金」、「情報・ノウハウ」、「サービス」などの資源が循環す
るよう各地域での仕組みづくりを支援するとともに、県域でそ
れらの仕組みづくりを進めます。

このために・・・
1▶多様なボランタリー活動の基盤を強化します。
２▶多様な主体の連携・協働に向けたコーディネートを
　  おこないます。
3▶ボランタリー活動支援機関への支援を強化します。
4▶災害時の支援ネットワークづくりをすすめます。

このために・・・
1▶福祉人材の確保・定着に向けた支援を強化します。
２▶福祉サービス向上に寄与する福祉人材を育成します。
3▶福祉事業者への経営支援を強化します。
4▶地域福祉拠点としての社会福祉法人の公益的な
      取り組みを支援します。

このために・・・
1▶安心・安全な暮らしを支える地域の取り組みの強化を
　  支援します。
２▶権利擁護、生活支援の取り組みをすすめます。
3▶関係機関の連携によるネットワーク型支援体制を
     構築します。

　質の高い福祉サービスを提供していくために、福祉人材の育
成を充実させるとともに、福祉従事者がいきいきと働くことが
できる職場づくりの支援を一層進めます。また、質の高いサー
ビスを安定的・継続的に提供できるよう福祉事業者への経営支
援を強化します。
　さらに、社会福祉法人が地域福祉の重要な拠点として福祉・
生活課題に対応する機能をより一層発揮するための仕組みづ
くりを支援します。

　誰もが地域で安心・安全に暮らし続けることができるよう、「見
守り・支援・連携」が一体となった“暮らしのセーフティネット”の取
り組みの充実・強化を支援します。

兵庫県社協
「2015年計画」と
平成24年度の主要事業

尊厳を重ん
じられる社会

多様な
つながりの
ある社会

誰もが
包み込まれる
社会

全県スローガン

認め合い ともにつながり 支え合う
みんなでつくる ひょうごの福祉

みんなが参加し、
力を合わせること

私たちの
暮らしの場である
地域を基盤に
すること

参加を通じて、
あらゆる人が
“自分らしさ”を
追求できること

福祉社会をすすめる３つのポイント

幅広い住民でつくる地域福祉推進計画（南あわじ市社協）

ン
タ
ー
」な
ど
の
動
向
も
見
据
え
つ
つ
、課

題
の
整
理
と
情
報
発
信
を
進
め
て
い
く
。

②
相
談
援
助
の
現
場
を
支
援

　
相
談
援
助
と
生
活
支
援
を
担
う
福
祉

専
門
職
に
対
し
、相
談
面
接
技
術
研
修
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
研
修
を
実
施
す
る
。

　

平
成
24
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、

新
任
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
担
当
者
を

対
象
と
し
た
研
修
を
行
い
、資
金
貸
付

を
通
し
た
相
談
援
助
・
生
活
支
援
力
の

向
上
を
ね
ら
う
。ま
た
、市
町
社
協
で
相

談
援
助
を
担
う
人
的
整
備
の
充
実
・
安

定
化
に
つ
い
て
、引
き
続
き
行
政
等
に
働

き
か
け
る
。

③
権
利
擁
護
関
係
団
体
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
権
利
擁
護
活
動
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、市
町
社
協
、弁
護
士
、司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
全
県
的
に
推
進
す
る
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
別
の
活
動・事
業
を
横
断
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、「
社
会
福
祉
政
策
委

員
会
」活
動
の
充
実
お
よ
び
本
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
情
報

機
能
の
強
化
を
図
る
。

　
ま
た
、「
組
織
強
化
」「
情
報
機
能
の
強

化
」「
職
員
育
成
」「
財
政
基
盤
強
化
」の
具

体
的
な
方
策
づ
く
り
に
向
け
、引
き
続
き

検
討
を
進
め
る
。

　
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
は
、募

金
活
動
と
情
報
収
集・発
信
の
ほ
か
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
職
員
派

遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、被
災
者

支
援
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
講
師
の

派
遣
を
行
な
っ
て
き
た
。平
成
24
年
度
も

被
災
地
の
関
係
者
と
連
携
し
、復
興
の
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
活
動
に
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。

みんなが認め合い、
尊厳が守られる地域社会をつくりましょう

●権利擁護活動や福祉学習

例えばこんな活動
●福祉だけではなく防災・防犯、環境・文化などいろんな分野
　で、孤立しやすい人も参加できる地域づくり活動

例えばこんな活動

●誰もが利用できる宅老所、福祉専門職と住民の話し合いの
　場づくり

例えばこんな活動
●見守りネットワークや災害救援ネットワーク

例えばこんな活動

1 みんなが参加し、つながることができる
地域づくり活動を育みましょう2

市町域での地域福祉の推進力を
高める支援を強化します1 多様な主体がつながり、

資源が循環する仕組みづくりをすすめます2

質の高い福祉サービスの
充実・開発を支援します3 “暮らしのセーフティネット”の

充実・強化を支援します4

みんなでその人らしい暮らしを支える地域ケアや
福祉サービスの充実・開発をめざしましょう3 みんなが安心・安全を実感できる

支え合いネットワークづくりをすすめましょう4

大勢の若者たちが被災地へ（NPO法人「生涯学習サポート兵庫」より提供）

協働推進目標　会員とともに進めます

県社協の５年間のアクションプラン

情 報 Ｂ Ｏ Ｘ

　今月号でご紹介した関連資料は次の方法で入手いた
だけます。
●兵庫県社協2015年計画
●兵庫県社協 平成24年度事業計画・予算書
●「ＯＪＴ担当者のための新任職員育成ハンドブック」
　（本紙10ページもご参照下さい）
　以上は県社協ホームページからダウンロードできます。
http://www.hyogo-wel.or.jp/
【問い合わせ先】
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633

「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
！

県
社
協
の
機
能
充
実

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援

市
町
域
で
の
地
域
福
祉
の
推
進
力
を

高
め
る
支
援
を
強
化

ア
ク
シ
ョ
ン
1

多
様
な
主
体
が
つ
な
が
り
、

資
源
が
循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
2

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実・開
発
を
支
援

ア
ク
シ
ョ
ン
3

〝
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト″
の

充
実・強
化
を
支
援

ア
ク
シ
ョ
ン
4

2012 April3 2012 April 22012 April5 2012 April 4
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で
に
な
い
社
会
の
局
面
を
乗
り
超
え
る

に
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
あ

り
よ
う
を
考
え
、福
祉
社
会
の
実
現
に

向
け
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
認
識
に
よ
る
。こ
の
課
題
認
識

に
基
づ
き
、4
つ
の
協
働
推
進
目
標
を

会
員
に
呼
び
か
け
た
。

　
な
お
、県
社
協
の
使
命
は
、「
県
内
の
地

域
福
祉
を
す
す
め
る
力
を
結
集
し
、私
た

ち
が
目
指
す
福
祉
社
会
づ
く
り
を
す
す

め
る
」こ
と
。今
後
、県
社
協
で
は
、会
員

を
は
じ
め
多
様
な
団
体・個
人
と
問
題
意

識
を
話
し
合
い
な
が
ら
、こ
の
使
命
に
基

づ
く
事
業
を
展
開
す
る
。事
業
展
開
の
方

向
性
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
4
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
。

　
「
2
0
1
5
年
計
画
」は
、平
成
23
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
県
域
の
地
域
福
祉

推
進
計
画
で
、5
年
間
の
県
社
協
の
活
動

方
針
を
定
め
て
い
る
。

　
同
計
画
で
は
、「
認
め
合
い 

と
も
に
つ

な
が
り 

支
え
合
う 

み
ん
な
で
つ
く
る 

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」と
い
う
全
県
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、福
祉
社
会
の
姿
を
提
案

し
た
。計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、従
来
の
福

祉
分
野
だ
け
で
な
く
幅
広
い
団
体
・
個

人
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
こ
と
。こ
れ

は
、「
無
縁
社
会
」に
象
徴
さ
れ
る
今
ま

　平成23年度からスタートした兵庫県社協
「2015年計画」は、県内の地域福祉の次の一
歩を描く上で、あらためて私たち一人ひとり
が望む社会のありようを考え、みんなが参加
してつくる福祉社会を呼びかけている。
　今月は、この呼びかけをさらに広げ、実体化
させる上での県社協自身の今後5年間の事業
方針と、それに基づく平成24年度の主な事業
を紹介する。

こ
の
一
環
と
し
て
、平
成
24
年
度
は「
全

国
校
区・小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
」

（
神
戸
市
社
協
等
主
催
）を
共
催
し
、各

地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
機
運
が
全
県

で
高
ま
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

①
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定
支
援

　
現
在
、県
内
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
の

策
定
状
況（
平
成
23
年
4
月
現
在
）は
、31

市
町（
77
．5
％
）で
、そ
の
ほ
か
の
社
協
も

現
在
策
定
中
、ま
た
は
策
定
予
定
と
な
っ

て
い
る
。計
画
活
動
は
、住
民
自
身
が
地

域
の
福
祉・生
活
課
題
を
把
握
し
、話
し

合
い
に
よ
り
、計
画
化
し
、協
働
の
力
で

課
題
解
決
を
図
る
と
い
う
地
域
の
福
祉

力
を
高
め
る
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。県

社
協
は
、県
内
す
べ
て
の
市
町
社
協
が
地

域
福
祉
推
進
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
。ま
た
、

兵
庫
県
と
も
連
携
し
、す
べ
て
の
市
町
で

行
政
に
よ
る
地
域
福
祉
計
画
が
策
定
さ

れ
る
よ
う
支
援
を
進
め
る
。

②
市
町
社
協
の
基
盤
強
化
に
向
け
た

　「
課
題
別
検
討
会
」の
開
催

　
市
町
社
協
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

業
」を
実
施
す
る
。23
年
度
は
、62
事
業
が

採
択
さ
れ
た
。

①
社
会
福
祉
従
事
者
の
育
成
支
援
強
化

　

平
成
24
年
度
は
新
規
で「
チ
ー
ム・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
」を
実
施
す

る
な
ど
、職
場
づ
く
り
の
要
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
層
の
育
成
を
強
化
す
る
。

②
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
と

　
資
質
向
上

　
介
護
支
援
専
門
員
の
実
務
研
修
受
講

試
験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、そ
の
養
成

と
資
質
向
上
を
目
指
し
た
体
系
的・系
統

的
な
研
修
を
実
施
す
る
。

③
職
場
研
修
の
支
援

　
23
年
度
に
作
成
し
た「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者

の
た
め
の
新
任
職
員
育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、新
規
事

業
と
し
て「
新
任
職
員
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
研

修
」を
実
施
す
る
な
ど
、職
場
研
修
の
支

援
を
継
続
す
る
。

④
社
会
福
祉
法
人
経
営
計
画
づ
く
り
支
援
と

　
新
会
計
基
準
へ
の
移
行
支
援

　
平
成
23
年
度
に
改
訂
し
た「
社
会
福
祉

法
人
経
営
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
活

用
し
、研
修
や
指
導
者
派
遣
を
通
じ
た
経

営
計
画
策
定
支
援
を
行
う
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
の
社
会
福
祉

法
人
新
会
計
基
準
の
移
行
に
向
け
、会
計

実
務
研
修
や
経
営
相
談
室
で
の
相
談
事

業
を
行
う
。

⑤
福
祉
施
設
と
地
域
と
の
連
携
支
援

　
地
域
の
福
祉
拠
点
で
あ
る
社
会
福
祉
法

人
が
専
門
性
を
生
か
し
、社
協
や
民
生
委

員
な
ど
と
協
働
し
て
福
祉・生
活
課
題
の

解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
。平

成
24
年
度
は
、経
営
協
と
協
働
し
、県
内
法

人
の
地
域
で
の
公
益
的
な
取
り
組
み
の
実

態
把
握
と
事
例
収
集
を
行
い
、地
域
と
の

協
働
実
践
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
。

①
市
町
域
で
の
市
民
後
見
人
の
養
成
と

　
体
制
整
備
を
支
援

　
県
モ
デ
ル
事
業「
市
民
後
見
人
養
成
研

修
事
業
」を
踏
ま
え
、今
後
も
県
と
連
携

し
て
市
町
域
で
の
市
民
後
見
人
の
養
成
と

体
制
整
備
を
支
援
す
る
。ま
た
、県
内
各

地
で
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る「
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
」構
想
や
、障
害
者
虐
待
防
止

法
の
施
行
に
伴
う「
障
害
者
虐
待
防
止
セ

機
能
を
高
め
る
た
め
、市
町
社
協
活
動
推

進
協
議
会
の
運
営
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、地
域
福
祉
の
課
題
別
の
検
討
会
を
開

催
す
る
。市
町
社
協
役
職
員
の
階
層・職

種
別
会
議
や「
全
国
校
区・小
地
域
福
祉

活
動
サ
ミ
ッ
ト
」と
も
連
動
さ
せ
つ
つ
、地

域
福
祉
を
進
め
る
上
で
の
課
題
対
応
に
つ

い
て
、研
究・協
議
す
る
。

　
ま
た
、社
協
に
よ
る「
安
心
生
活
創
造

事
業
」「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設

置
事
業
」の
成
果
の
全
県
的
な
普
及
を
図

り
つ
つ
、新
た
に
実
施
さ
れ
る
県
の「『
安

心
地
区
整
備
』推
進
事
業
」等
と
も
連
携

し
な
が
ら
、市
町
社
協
の
地
域
福
祉
推
進

体
制
の
支
援
を
進
め
る
。

①
ひ
ょ
う
ご
若
者
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

　（
仮
称
）発
足

　
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
各

地
の
災
害
で
は
、県
内
の
大
勢
の
若
者
の

力
が
支
援
に
生
か
さ
れ
た
。こ
の
動
き

を
一
過
性
の
も
の
と
し
な
い
た
め
、平
成

24
年
度
に「
ひ
ょ
う
ご
若
者
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
」（
仮
称
）を
発
足
し
、県
内
外

で
の
救
援
活
動
に
生
か
す
。

②
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

　

国
の「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
交
付

金
」を
活
用
し
、平
成
23
年
度
に
引
き
続

き
24
年
度
も「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事

　
「
2
0
1
5
年
計
画
」推
進
の
2
年
目

に
あ
た
る
平
成
24
年
度
は
、4
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
次
の
事
業
を
推
進
す
る
。

こ
こ
で
は
新
規・重
点
な
ど
2
〜
3
の
事

業
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

　
誰
に
も
看
取
ら
れ
な
い
孤
立
死
、支
援

の
ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
虐
待・Ｄ

Ｖ
、引
き
こ
も
り
な
ど
、傷
病
や
失
業
な

ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

孤
立
化
し
、支
援
の
手
も
届
か
な
い
人
々

が
増
え
て
い
る
。こ
う
し
た
現
象
が「
無

縁
社
会
」と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

今
ま
さ
に
私
た
ち
の
望
む
家
族・地
域・

職
場
の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
す
局
面
に

あ
る
。県
社
協
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら

計
画
推
進
期
間
の
平
成
27
年
度
ま
で
、

会
員
を
は
じ
め
と
す
る
賛
同
団
体
と
と

も
に
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
、つ
な
が
り
の
な

い
社
会
の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
し
、警
鐘

を
鳴
ら
す
各
種
の
取
り
組
み
を
始
め
る
。

SPECIAL EDITION

兵
庫
県
社
協

「
2
0
1
5
年
計
画
」と
は

平
成
24
年
度

県
社
協
の
主
な
事
業

　“地域福祉を推進する要”である市町社協を支援するととも
に、全県的な地域福祉課題について、関係者との研究・協議の
場づくりや政策提言を行い、市町域での地域福祉の推進力を
総合的に高める支援を行います。

このために・・・
1▶市町域での地域福祉を推進する方策検討の場を
　  多様なかたちで創出します。
２▶市町社協の基盤強化を進めるための支援をおこないます。
3▶「コミュニティワーカー」の育成を進めます。
4▶地域福祉の課題を調査・研究し、政策提言活動の
　  強化を図ります。

　幅広いまちづくりの担い手が連携し、「担い手＝人」と「拠
点」、「資金」、「情報・ノウハウ」、「サービス」などの資源が循環す
るよう各地域での仕組みづくりを支援するとともに、県域でそ
れらの仕組みづくりを進めます。

このために・・・
1▶多様なボランタリー活動の基盤を強化します。
２▶多様な主体の連携・協働に向けたコーディネートを
　  おこないます。
3▶ボランタリー活動支援機関への支援を強化します。
4▶災害時の支援ネットワークづくりをすすめます。

このために・・・
1▶福祉人材の確保・定着に向けた支援を強化します。
２▶福祉サービス向上に寄与する福祉人材を育成します。
3▶福祉事業者への経営支援を強化します。
4▶地域福祉拠点としての社会福祉法人の公益的な
      取り組みを支援します。

このために・・・
1▶安心・安全な暮らしを支える地域の取り組みの強化を
　  支援します。
２▶権利擁護、生活支援の取り組みをすすめます。
3▶関係機関の連携によるネットワーク型支援体制を
     構築します。

　質の高い福祉サービスを提供していくために、福祉人材の育
成を充実させるとともに、福祉従事者がいきいきと働くことが
できる職場づくりの支援を一層進めます。また、質の高いサー
ビスを安定的・継続的に提供できるよう福祉事業者への経営支
援を強化します。
　さらに、社会福祉法人が地域福祉の重要な拠点として福祉・
生活課題に対応する機能をより一層発揮するための仕組みづ
くりを支援します。

　誰もが地域で安心・安全に暮らし続けることができるよう、「見
守り・支援・連携」が一体となった“暮らしのセーフティネット”の取
り組みの充実・強化を支援します。

兵庫県社協
「2015年計画」と
平成24年度の主要事業

尊厳を重ん
じられる社会

多様な
つながりの
ある社会

誰もが
包み込まれる
社会

全県スローガン

認め合い ともにつながり 支え合う
みんなでつくる ひょうごの福祉

みんなが参加し、
力を合わせること

私たちの
暮らしの場である
地域を基盤に
すること

参加を通じて、
あらゆる人が
“自分らしさ”を
追求できること

福祉社会をすすめる３つのポイント

幅広い住民でつくる地域福祉推進計画（南あわじ市社協）

ン
タ
ー
」な
ど
の
動
向
も
見
据
え
つ
つ
、課

題
の
整
理
と
情
報
発
信
を
進
め
て
い
く
。

②
相
談
援
助
の
現
場
を
支
援

　
相
談
援
助
と
生
活
支
援
を
担
う
福
祉

専
門
職
に
対
し
、相
談
面
接
技
術
研
修
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
研
修
を
実
施
す
る
。

　

平
成
24
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、

新
任
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
担
当
者
を

対
象
と
し
た
研
修
を
行
い
、資
金
貸
付

を
通
し
た
相
談
援
助
・
生
活
支
援
力
の

向
上
を
ね
ら
う
。ま
た
、市
町
社
協
で
相

談
援
助
を
担
う
人
的
整
備
の
充
実
・
安

定
化
に
つ
い
て
、引
き
続
き
行
政
等
に
働

き
か
け
る
。

③
権
利
擁
護
関
係
団
体
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
権
利
擁
護
活
動
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、市
町
社
協
、弁
護
士
、司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
全
県
的
に
推
進
す
る
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
別
の
活
動・事
業
を
横
断
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、「
社
会
福
祉
政
策
委

員
会
」活
動
の
充
実
お
よ
び
本
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
情
報

機
能
の
強
化
を
図
る
。

　
ま
た
、「
組
織
強
化
」「
情
報
機
能
の
強

化
」「
職
員
育
成
」「
財
政
基
盤
強
化
」の
具

体
的
な
方
策
づ
く
り
に
向
け
、引
き
続
き

検
討
を
進
め
る
。

　
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
は
、募

金
活
動
と
情
報
収
集・発
信
の
ほ
か
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
職
員
派

遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、被
災
者

支
援
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
講
師
の

派
遣
を
行
な
っ
て
き
た
。平
成
24
年
度
も

被
災
地
の
関
係
者
と
連
携
し
、復
興
の
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
活
動
に
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。

みんなが認め合い、
尊厳が守られる地域社会をつくりましょう

●権利擁護活動や福祉学習

例えばこんな活動
●福祉だけではなく防災・防犯、環境・文化などいろんな分野
　で、孤立しやすい人も参加できる地域づくり活動

例えばこんな活動

●誰もが利用できる宅老所、福祉専門職と住民の話し合いの
　場づくり

例えばこんな活動
●見守りネットワークや災害救援ネットワーク

例えばこんな活動

1 みんなが参加し、つながることができる
地域づくり活動を育みましょう2

市町域での地域福祉の推進力を
高める支援を強化します1 多様な主体がつながり、

資源が循環する仕組みづくりをすすめます2

質の高い福祉サービスの
充実・開発を支援します3 “暮らしのセーフティネット”の

充実・強化を支援します4

みんなでその人らしい暮らしを支える地域ケアや
福祉サービスの充実・開発をめざしましょう3 みんなが安心・安全を実感できる

支え合いネットワークづくりをすすめましょう4

大勢の若者たちが被災地へ（NPO法人「生涯学習サポート兵庫」より提供）

協働推進目標　会員とともに進めます

県社協の５年間のアクションプラン

情 報 Ｂ Ｏ Ｘ

　今月号でご紹介した関連資料は次の方法で入手いた
だけます。
●兵庫県社協2015年計画
●兵庫県社協 平成24年度事業計画・予算書
●「ＯＪＴ担当者のための新任職員育成ハンドブック」
　（本紙10ページもご参照下さい）
　以上は県社協ホームページからダウンロードできます。
http://www.hyogo-wel.or.jp/
【問い合わせ先】
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633

「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
！

県
社
協
の
機
能
充
実

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援

市
町
域
で
の
地
域
福
祉
の
推
進
力
を

高
め
る
支
援
を
強
化

ア
ク
シ
ョ
ン
1

多
様
な
主
体
が
つ
な
が
り
、

資
源
が
循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
2

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実・開
発
を
支
援

ア
ク
シ
ョ
ン
3

〝
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト″
の

充
実・強
化
を
支
援

ア
ク
シ
ョ
ン
4

2012 April3 2012 April 22012 April5 2012 April 4



地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

豊岡市社会福祉協議会
☎0796-43-1333　豊岡市日高町祢布891-2

取材を終えて
　元気な子どもたちが地域行事に参加することで、活動が
にぎやかで楽しいものになります。また、子どもたちの視点
や感性は大人にも新たな気づきを与えてくれます。
　豊岡市社協城崎地区センターの渋谷さんは、「子どもた
ちの自由な発想を大切に、子どもたちの思いを実現するサ
ポートをしたい」と語られました。子ども福祉委員が大人
たちを巻き込みながら、地域の活動を活性化させていく、
今後の活躍に注目です。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

み
ん
な
が
主
役 

支
え
合
う
ま
ち 

さ
さ
や
ま
〜
元
気
な
地
域
づ
く
り
〜

わかりやすいと大好評！職員による住民向け啓発劇

活発な意見が交わされた地区ワークショップ

篠山市社会福祉協議会☎079-590-1112 篠山市社協 検索

劇
は
、と
て
も
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
、

認
知
症
や
成
年
後
見
制
度
の
理
解
、相

談
窓
口
の
職
員
に
対
す
る
親
近
感
と

い
う
面
で
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
市
社
協
の
橋
元
事
務
局
次
長
は「
権

利
擁
護
の
意
識
の
高
ま
り
を
地
区
単
位

の
小
地
域
福
祉
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
大
切
。地
域
福
祉
推
進
計
画
に
そ
の

実
行
方
法
を
明
記
し
た
」と
話
す
。

　
市
社
協
で
は
、権
利
擁
護
と
日
常
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、

　
篠
山
市
社
協
で
は
、認
知
症
や
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、み
ん
な
が
主

役
の
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。こ
の
た
め
に
、ま
ず
は
権
利

擁
護
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、市
か
ら
受
託
し
て
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

権
利
擁
護
の
理
念
や
制
度
の
啓
発
に

力
を
入
れ
て
き
た
。

　
取
り
組
み
の
1
つ
が
、篠
山
市
と
協

働
し
て
開
発
し
た
啓
発
劇
で
あ
る
。

　
市
社
協
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
地
域
福
祉
課
の
職
員
に
よ
る
啓
発

劇
は
、認
知
症
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
場

面
を
演
じ
る
。

「
大
切
に
し
ま
っ
て
い
た
わ
し
の
通
帳

が
な
い
。ま
た
盗
ま
れ
た
ん
や
！
」

「
知
ら
な
い
う
ち
に
、お
じ
い
さ
ん
が

高
価
な
水
晶
玉
を
買
っ
て
い
る
！
」

「
財
産
や
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る
成
年

後
見
制
度
を
利
用
で
き
る
ら
し
い
」

　
暮
ら
し
に
身
近
な
場
面
設
定
の
啓
発

住
民
に
よ
る
見
守
り・支
え
合
い
活
動

か
ら
専
門
職
連
携
に
よ
る
成
年
後
見
制

度
ま
で
を
一
体
的
に
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。こ
の
た
び
策
定
し
た
第
２

次
地
域
福
祉
推
進
計
画
は
、市
内
19
地

区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
当
事
者
団
体
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
な
ど
と
、住
民
と
専
門

職
の
連
携
の
必
要
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
の
話
し
合
い
の
結

果
、同
計
画
で
は
多
様
な
組
織・団
体
が

話
し
合
う「
地
区
福
祉
会
議
」

の
開
催
を
通
じ
た
小
地
域
福

祉
活
動
の
活
性
化
を
掲
げ
た
。

例
え
ば
、高
齢
者
な
ど
の
移

動
手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
区
に
お
け
る
住
民

主
体
の
課
題
解
決
や
活
動
の

発
展
を
支
援
す
る
方
針
だ
。

　
市
社
協
は
こ
の
計
画
書
を

柱
に
、住
民
が
地
域
で
気
兼
ね

な
く
集
い
、高
齢
者
も
障
害
者

も
子
ど
も
も
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
向
け
、住
民
と
一
緒
に

な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

ず
っ
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

〝
成
年
後
見
制
度
啓
発
劇
〞

〝
元
気
な
地
域
を
つ
く
る
〞

地
域
福
祉
推
進
計
画
に
基
づ
く
活
動

　平成23年度、篠山市社協では、社協内に若手中心
のワーキングチームを結成し、柔軟かつ積極的な発
想により「みんなが主役　支え合うまち　ささやま」
をスローガンとした「地域福祉推進計画（第２次）」を
策定しました。また、篠山市も同時期に、「保健福祉総
合計画」を策定するということで、市職員と社協職員
との協働による地区ワークショップを開催し、行政と
社協が両輪となって地域福祉
を推進するきっかけづくりがで
きました。
　今後も、さまざまな関係団
体と連携をとり、地域包括ケア
体制の構築に取り組んでいき
ます。

あなたのまちの社協ナビあなたのまちの社協ナビ 篠 山 市 社 協

誕生！！子ども福祉委員
～子どもたちは地域の架け橋～

篠山市社会福祉協議会
会長 羽田 登喜雄

ち
が
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

を
依
頼
し
、元
気
い
っ
ぱ

い
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

ま
わ
っ
た
。ま
た
、子
ど

も
た
ち
か
ら
の
提
案
で
、

ま
ち
の
ご
み
拾
い
も
実
施
し
た
。

　
「
障
が
い
者
の
つ
ど
い
」に
参
加
し
た
際

に
は
、全
員
で
歌
や
楽
器
演
奏
を
披
露
し
、

交
流
し
た
。「
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た
け
ど
、

み
ん
な
優
し
く
て
安
心
し
た
」「
今
度
会
っ

た
ら
自
分
か
ら
声
を
か
け
ま
す
」と
い
う

感
想
も
あ
り
、と
も
に
生
き
る
社
会
に
向

け
た
子
ど
も
た
ち
の
気
づ
き
に
も
つ
な

が
っ
た
。

　
「
地
域
行
事
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
と
に
ぎ
や
か
に
な
る
な
あ
」と
住
民
か

ら
も
喜
ば
れ
て
お
り
、地
域
活
動
と
学
校

と
の
良
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、自
分
た

ち
を
支
え
て
く
れ
る
地
域
の
人
に
つ
い
て

　

子
ど
も
福
祉
委
員
は
、子
ど
も
を
含

め
、み
ん
な
が
地
域
の
一
員
と
し
て
活

動
に
参
加
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

豊
岡
市
社
協
が
新
し
く
始
め
た
取
り
組

み
だ
。昨
年
、豊
岡
市
内
6
か
所
の
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
子
ど
も
福
祉
委
員

に
任
命
さ
れ
た
。市
社
協
で
は「
あ
い
さ

つ・声
か
け
」か
ら
近
隣
の
気
軽
な
交
流

や
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
広
げ
よ

う
と「
あ
い
さ
つ
運
動
」も
始
め
て
お
り
、

子
ど
も
福
祉
委
員
は
そ
の
担
い
手
に
も

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な

ど
地
域
の
活
動
や
行
事
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
、活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　
豊
岡
市
立
城
崎
小
学
校
で
は
、４
年
生

全
員
が
子
ど
も
福
祉
委
員
に
任
命
さ
れ

た
。ま
ず
は
授
業
の
中
で
地
域
を
も
っ
と

良
く
す
る
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
か

を
話
し
合
う
こ
と
に
。自
分
た
ち
が
大
切

だ
と
思
う
こ
と
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
と

こ
ろ
、「
ポ
ス
タ
ー
を
ま
ち
に
貼
り
た
い
」

と
声
が
上
が
り
、公
共
機
関
に
子
ど
も
た

知
り
、地
域
を
良
く
す
る
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、日
ご
ろ
地
域
行
事
に
参
加
す
る

機
会
が
少
な
い
子
ど
も
の
保
護
者
に
と
っ

て
は
、子
ど
も
を
通
し
て「
こ
ん
な
行
事
が

あ
っ
た
ん
だ
」と
、地
域
の
組
織
や
行
事
を

知
り
、か
か
わ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

　
子
ど
も
福
祉
委
員
の
活
動
は
、地
域
社

会
で
の
新
し
い
関
係
づ
く
り
の
き
っ
か
け

と
な
り
、大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
自
分

た
ち
の
暮
ら
す
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
活

動
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　兵庫県内で初めて、豊岡市で「子ども福祉委員」
制がスタート！子どもたちが熱心にあいさつ運動を
したり、地域の行事に参加しているよ。
　自分たちの暮らす地域のことを子どもたちも考
える活動っていいなぁ。

子
ど
も
福
祉
委
員
の
活
動

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
架
け
橋

地
域
を
良
く
す
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る

みんなでつくる
ひょうごの福祉

子どもたちがつくったポスターは
図書館や駅に貼られています。

子ども福祉委員の
任命状をもらいました。
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兵庫県内の社協、社
会福祉施設、ＮＰＯ、
職能団体等の救援
活動を紹介します

兵庫県からつなぐ
被災地支援

歌声で届けるエール（長田高等学校音楽部のコーラス）

前向きで力強い言葉が出てきた交流会

参加者が手と手をつないで心ひとつに

　ひょうごボランタリープラザは、13回目となるボラン
ティアバスを運行し、東日本大震災から1年となる平成
24年3月11日に東北大学で開催された『3.11東日本大
震災 市民とボランティアのつどい』の運営支援を行い
ました。このつどいは、地元のＮＰＯや大学のほか、プラ
ザも参画する実行委員会が主催（実行委員長：東北大学 
村松 淳司教授）。兵庫県から赴いたボランティアは、震
災追悼式を担当しました。
　つどいのテーマである「阪神・淡路から東日本へ、そし
て心ひとつに」が示すとおり、阪神・淡路大震災を経験し

　東日本大震災から1年を迎えた3月11日、被災地に
思いを馳せ、失われた多くの尊い命に哀悼の意を表し、
防災の意識を高めるとともに思いやりの心を持って
支援していけるよう、『東日本大震災から1年　忘れな
い3.11「お城ドーナツ」』を行いました。
　篠山城跡周辺に集まった約2,200人は外堀約
1.8kmを囲み、東北地方へ向かって黙祷を捧げた後、
篠山市出身の兄弟デュオ「ちめいど」の曲、「命のリ
レー」を全員で手をつないで合唱しました。
　参加者が手をつないで輪となったとき、参加者の心
がその手を通してひとつにつながったように感じまし
た。人と人とのつながり、「絆」の大切さを改めて感じ、
震災のことを忘れず、一人ひとりが今、自分にできるこ
とを考える機会となりました。

（篠山市社協　中田 絵理）

兵 庫 県 社 協

３.１１東日本大震災
市民とボランティアのつどい

～阪神・淡路から東日本へ、そして心ひとつに～

篠 山 市 社 協

“忘れない３.１１″
市民２,２００人のつどい

　〝点在する東日本大震災からの避難者がつながり
合い、情報交換できる場がほしい″という声を形にす
るため、震災から1年を迎えた3月11日、三木市内に
避難されて
いる方々の
交流会を開
催しました。
　被災状況
や避難理由
が 異 な る
方々が、お
互いに気遣
い合いなが
らこれからについて語り合う場となりました。「暮らし
にくさを感じて避難してきている方なら誰でも参加で
きる交流会を継続していきたい」、「避難を考えている
方々のために先に避難した者としてできる限りの支
援をしていきたい」という思いに寄り添い、「避難」の言
葉が交流会名から外れる日が来るまで、三木市社協
は交流会を応援していきます。

（三木市社協　坂本 幸枝）

三 木 市 社 協

避難者の交流会を開催

た兵庫県と東日本をつなぐ追悼式となりました。とりわ
け、兵庫県立長田高等学校音楽部が歌った「しあわせ運
べるように」は、亡くなった方々への鎮魂と東北の未来
へのエールとなりました。
　「3.11を忘れない」という兵庫県の思いが、東北の
方々へ届くことを祈りつつ、泥かきやガレキ撤去という
ボランティア活動が減っていく中、震災から1年という区
切りに私たちを含めてボランティア自身が今後の支援
のあり方を再考する機会となりました。

（兵庫県社協　野倉 加奈美）

Personal History

人
や
家
族
の
悩
み
が
私
を
動
か
し
ま
し
た
。

町
内
に
は
、就
学
前
の
障
害
児
を
支
援
す

る
教
室
や
当
事
者
組
織
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
齢
期
を
対
象
と
し
た
も
の
は
な
か
っ
た

の
で
、そ
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

 

何
人
か
の
お
母
さ
ん
に
声
を
か
け
、研
修

会
や
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
産
ん
だ
こ
と
で
そ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
を
失
っ
た
方
の
話
を
は
じ
め
、

障
害
の
告
知
か
ら
受
け
入
れ
ま
で
の
苦
し

み
は
、話
す
側
も
聴
く
側
も
涙
な
し
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も
わ
が
子

を
思
う
お
話
を
聴
き
な
が
ら
、こ
こ
に
至

る
ま
で
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
涙
の
体
験

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
1
年
後
、「
ど
ん
ま
い
！！
れ
ん

げ
草
マ
マ
の
会
」が
発
足
。「
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
っ
て
も
、れ
ん
げ
草
が
畑
で
土
を
肥
や

す
役
目
を
果
た
す
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち

が
地
域
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
存
在
に
」、

そ
ん
な
お
母
さ
ん
達
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、子
ど
も
た
ち
が
そ
の

子
ら
し
く
過
ご
せ
る
地
域
に
し
た
い
と
強

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。会
が
発
足

し
た
こ
と
で
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ「
地
域
探
検
隊
」と
の
交
流
会
が
実
現
し

た
り
、ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
地
域
の
方
と

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
増

た
り
、地
域
で
の
障
害
に
対
す
る
理
解
が

少
し
ず
つ
深
まっ
て
き
て
い
ま
す
。

　
最
近
、地
域
で
居
場
所
が
な
い
と
い
う

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、そ
の
よ
う
な
方
が
主

役
に
な
れ
る
場
が
で
き
な
い
か
と
、交
流

が
生
ま
れ
る
地
域
で
の
居
場
所「
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ（
仮
称
）」づ
く
り
の
準
備
を
、相
談

者
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　　
「
つ
な
が
り
と
流
れ
」を
意
識
す
る
こ
と
。

　
笑
顔
、涙
を
と
も
に
し
な
が
ら
、今
日
ま

で
お
母
さ
ん
た
ち
と
歩
ん
で
来
ら
れ
た
村

下
さ
ん
。当
事
者
に
寄
り
添
い
、心
を
通
わ

せ
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
実
践
は
、こ
れ

こ
そ
ワ
ー
カ
ー
の
醍
醐
味
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

　
学
生
時
代
、脳
性
マ
ヒ
の
方
の
送
迎
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
方

の
お
母
さ
ん
が
決
ま
っ
て「
お
茶
飲
ん
で

い
き
！
」と
誘
っ
て
く
だ
さ
り
、ご
自
宅
で

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

し
た
。女
手一つ
で
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を

育
て
て
い
た
お
母
さ
ん
の
明
る
さ
と
た
く

ま
し
さ
に
触
れ
、こ
ん
な
ふ
う
に
人
を
支

え
、元
気
に
し
た
い
と
感
じ
た
の
が
原
点

で
す
。

　
社
協
に
入
っ
て
4
年
目
に
特
別
支
援
学

級
の
バ
ス
旅
行
に
同
行
す
る
機
会
が
あ
り
、

お
母
さ
ん
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
聞

き
ま
し
た
。「
学
校
に
は
友
達
が
い
る
け
ど
、

家
に
帰
る
と
友
達
が
い
な
い
。家
族
だ
け

が
遊
び
相
手
に
な
っ
て
い
る
」「
周
り
に
迷

惑
を
か
け
る
の
で
は
と
、子
ど
も
会
の
入

会
も
抵
抗
が
あ
っ
た
」。地
域
で
の
障
害
児

の
子
育
て
の
大
変
さ
、孤
立
し
が
ち
な
本

当
事
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
地
域
を
拓
く

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の

原
点
は
？

地
域
福
祉
を
進
め
る
中
で

一番
印
象
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

今
ホ
ッ
ト
な
活
動
＆

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

22歳

25歳

27歳

33歳

地域を駆
ける！

ワーカー物語

稲美町社会福祉協議会  村下 有美さん
む ら し た 　  ゆ   み

21年度

138

257

758

3,127

5

6

991

5,282

（※１）おもちゃライブラリー：「障害のある子どもたちに遊びの楽し
さを」と始まったボランティア活動。現在は、障害のある子どももな
い子どもも、ともに遊び交流し育ち合う場として開催されている。

入局

「どんまい！！れんげ草ママ
の会」立ち上げ

学生ボランティアグルー
プ「地域探検隊」支援

生きづらさを抱える人の
相談が増える
「オープンカフェ（仮称）」
立ち上げ準備

活動者の思いに寄り添い、自ら
楽しく活動するエネルギーと、
地域の課題とをうまく結びつけ
る坂本さん、その役割がワーカ
ーとして大切なものだと感じま
した。

思い出の写真を丁寧に洗浄

クリスマス会が地域
の方

と障害のある子ど
もたち

の交流の場に

※
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
募
金
：
1
回

1
0
0
円
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の

景
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
と
、

そ
の
収
益
が
善
意
銀
行
に
預
託

さ
れ
、福
祉
活
動
の
た
め
に
使

わ
れ
る
。

「社協キャラクターリンク集」を作成し、全国各地の社協
キャラクターを小野市社協ホームページで公開中。
http://www12.ocn.ne.jp/~o-shakyo/character.htm
ミントバンド　URL：http://ameblo.jp/mintband/
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新
任
職
員
も
中
堅
職
員
も
育
つ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
向
け
て

「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
の
た
め
の

新
任
職
員
育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
！

寄
付
に
つ
い
て（
お
礼
）

　
兵
庫
県
社
協
で
は
、「
職
場
研
修
の
定

着
に
関
す
る
調
査（
平
成
23
年
9
月
）」の

結
果
を
受
け
、Ｏ
Ｊ
Ｔ（
※
）を
実
践
す
る

　
3
月
8
日
、「
親
切
会
」か
ら
、本
会
を
通

じ
て
県
内
の
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
に

寄
付
が
贈
呈
さ
れ
た
。親
切
会
は
、昭
和
34

年
に
有
志
で
組
織
さ
れ
た
全
国
組
織
で
、

会
員
の
歳
末
募
金
に
よ
る
浄
財
を
福
祉
の

向
上
に
役
立
て
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、全

国
の
福
祉
団
体
等
に
寄
付
を
行
って
い
る
。

　
こ
の
た
び
兵
庫
県
内
で
同
会
か
ら
寄
付

を
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、不
登
校・引
き
こ
も

り・社
会
不
安
を
抱
え
た
家
族
会「
ふ
く
ろ

う
の
会
」（姫
路
市
）、「兵
庫
県
難
病
団
体
連

絡
協
議
会
」（神
戸
市
）、精
神
障
害
者
の
会

「
い
こ
い
の
場
ひ
ょ
う
ご
」（西
宮
市
）で
、寄
付

金
は
各
団
体
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
る
。お問い合わせ先

兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

子どもたちの笑顔を社会でつくろう

兵庫県児童養護連絡協議会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

兵庫県児童養護連絡協議会 事務局　〒671-1102　姫路市広畑区蒲田383-3
☎079-230-1212　FAX079-230-1213　http://www.hyogo-kids.gr.jp/連絡先

■日　時　平成２４年５月１２日（土）１０：００～１５：３０
■場　所　明石公園西芝生公園
■参加費　入場無料、どなたでも参加いただけます。

た
め
の
考
え
方
や
手
法
を
ま
と
め
た
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
3
月
に
発
行
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
職
場

に
お
け
る
人
材
育
成
の
基
本
と
し
、職
員

の
成
長
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
育
成
を
行
う

重
要
性
と
、教
え
る
側
も
成
長
す
る
機

会
と
な
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。ま

た
、職
場
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

も
盛
り
込
ん
だ
。

　
県
社
協
で
は
、ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

福
祉
人
材
の
確
保
と
定
着
を
目
指
し
て

〜「
福
祉
の
仕
事
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」と「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
〜

　
兵
庫
県
社
協
で
は
、こ
の
た
び
福
祉

の
仕
事
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
人
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
」を
発
行
し
た
。こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
、高
校
生
や
初
心
者
向
け
に
福
祉
の

仕
事
や
職
種
・
資
格
な
ど
を
紹
介
す
る

ほ
か
、職
員
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の

家
族
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
現
場
の
声

を
届
け
、福
祉
の
仕
事
の
実
際
と
魅
力

を
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
体
制

整
備
支
援
事
業
」の
集
大
成
と
し
て「
福

祉
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ

「
親
切
会
」か
ら
県
内
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
に
寄
付

※
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
は
、「O

n-the-Job Training

」の

略
で
、日
常
の
仕
事
を
通
じ
て
必
要
な
知
識・技

術・態
度
な
ど
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
。

「
成
年
後
見
制
度
」を
暮
ら
し
に
身
近
な
制
度
へ

住
民
と
福
祉
関
係
者
が
と
も
に
学
ぶ

　
3
月
23
日
、龍
野
商
工
会
議
所
に
て

第
2
回
権
利
擁
護
人
材
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
知
っ
て
役
立
つ
成
年
後
見
制
度
」を
開

催
し
た
。同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、本
会
と
兵

庫
県
が
主
催
し
、

た
つ
の
市
と
た
つ

の
市
社
協
の
協
力

を
得
て
実
施
。い

つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活

す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
確
認
し
、判

断
能
力
が
不
十

分
な
方
の
権
利
を

守
る
成
年
後
見

制
度
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
、一
般
県
民
、

民
生
委
員
や
福

祉
専
門
職
な
ど

1
6
8
名
が
参

加
し
た
。

　
第
一
部
は
、「
成
年
後
見
落
語
」で
活
躍

し
て
い
る
落
語
家
の
桂
ひ
な
太
郎
さ
ん

を
迎
え
た
。認
知
症
高
齢
者
の
身
近
な

生
活
場
面
を
題
材
に
し
た
落
語
を
通
じ

て
、参
加
者
は
笑
い
に
包
ま
れ
な
が
ら

制
度
の
必
要
性
を
学
ん
だ
。

　
第
二
部
は
社
会
福
祉
士
の
吉
田
麻
希

さ
ん
か
ら
事
例
を
交

え
た
講
演
が
あ
り
、

成
年
後
見
制
度
を
上

手
に
活
用
す
る
こ
と

で
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
て
も
地
域

で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、参
加

者
と
の
質
疑
応
答
や

県
内
の
成
年
後
見
制

度
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
た
。成
年
後

見
制
度
が
自
分
の
暮

ら
し
に
身
近
な
制
度

で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ

と
と
も
に
、自
分
や
家
族
の「
本
人
ら
し

い
生
き
方
」を
考
え
る
機
会
と
な
り
、大

変
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

し
た
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、職
員
同

士
が
育
ち
合
う
Ｏ
Ｊ
Ｔ
実
践
に
向
け
た

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ク
」
を
発
行
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
、
福
祉
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
の
意
義
と
具
体
的
な
取
り

組
み
方
、
対
策
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
も
に
無

償
配
布
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
7
8-

2
7
1-
3
8
8
1
）ま
で

第21回
「おーい集まれ！こいのぼりの集い」
参加者募集中！
　「おーい集まれ！こいのぼりの集い」は、5月5日のこどもの
日から１週間の児童福祉週間の記念事業として毎年、兵庫県
児童養護連絡協議会が開催しています。集いは、家族と離れ
て施設で暮らす子どもたちと職員、児童福祉関係者、地域の
住民が一堂に会して行うフェスティバルで、例年1,000人以
上の参加者でにぎわいます。
　会場入口には児童養護施設や乳児院を紹介したパネル展
示や各施設が工夫を凝らした啓発コーナーを設置。場内では
焼そば、たこ焼き、ジュースなどの模擬店やゲームコーナが

並び、子どもも大人も楽しめます。ステージでは、子どもたち
や職員が日々研鑚した唄や踊りを披露して、施設の子どもた
ちが元気に明るく過ごしている姿をアピール！
　ぜひ、会場に足を運んでください！

NEWS 県社協ニュース

親切会役員（左2人）から3団体に寄付金が贈呈

2012 April11 2012 April 10

兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

ご
厚
意
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

譲りあい感謝マーク

落語で学ぶ桂ひな太郎さんの「成年後見落語」成年後見制度の上手な使い方を説明する
社会福祉士の吉田麻希さん

調査結果およびハンドブックは
社会福祉研修所のホームページ
からダウンロードできます。

●問合わせ先
兵庫県社協
社会福祉研修所
☎078-367-3001
http://hyogo-f-kensyu.jp/
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19,800円～29,800円

研修・イベント

助成金情報

4月2～8日は
「発達障害啓発週間」

だよ！

姫路市

みんなでつくるひょうごの福祉……P6

誕生！！子ども福祉委員
～子どもたちは地域の架け橋～

あなたのまちの社協ナビ……P7

篠山市社協
みんなが主役 支え合うまち ささやま
～元気な地域づくり～
地域を駆ける！ワーカー物語

当事者に寄り添いながら地域を拓く
稲美町社会福祉協議会　村下有美さん

兵庫県からつなぐ被災地支援……P9

県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

特集……P2

経営計画策定マニュアル【改訂版】
社会福祉法人

その１　現場の実態をより反映した構成・内容にしました
その２　事例や現場の工夫を盛り込みました
その３　“すぐ使える″ワークシート集を改善！

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

改訂ポイント

平成２４年３月1日発行
Ａ４判 ７８ページ

１，０００円

申込み・問合せ先　兵庫県社会福祉協議会 総務企画部 
　　　　　　　　 Tel 078-242-4633   Fax 078-242-4153

経営計画を作成するための「マニュアル」本。自法人で３年から
５年後を見据えた中期経営計画づくりに取り組む一助にぜひ。

―より実践向けに！経営者だけでなく
　職員リーダーにもおススメ―

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

4
No.734

生命保険協会
子育て家庭支援団体に対する助成
就学前の子供の保護者など（妊婦を含む）への
支援活動を行っている団体に対し助成します。
対象　就学前の子供の保護者等（妊婦等を含
む）に対し学習会活動や相談活動などの支
援活動を行う民間非営利の団体、ボランテ
ィアグループ、特定非営利活動法人で、申請
時点で1年以上の活動実績を有し、継続し
て運営しているなどの要件を満たす団体
助成額　1団体上限25万円（総額1,400万円）
締切り　平成24年4月27日（金）消印有効
●申●問生命保険協会「子育て家庭支援団体に
対する助成活動」事務局
TEL03-3286-2643
URL　http://www.seiho.or.jp

きょうされん兵庫支部まつり
障害のある人たちの地域で「働く」「活動する」
「生活する」ことを応援する活動の一環として、
きょうされん兵庫支部まつりを開催します。
日時　平成24年4月21日（土）11:00～15:00
会場　神戸市新長田　鉄人広場
内容　出店、ステージ上での演奏・催し物、障害
者スポーツ体験など
●問きょうされん兵庫支部まつり事務局
TEL078-582-4016

第18回 高齢者・障がい者の
快適な生活を提案する総合福祉展
バリアフリー2012
西日本最大の総合福祉展。基調講演・各種セ
ミナー・ワークショップ等多数開講します。
日時　平成24年4月19日（木）～21日（土）
　10：00～17：00
会場　インテックス大阪
主催　大阪府社会福祉協議会・テレビ大阪
●申●問バリアフリー展事務局
TEL06-6944-9913
URL　http://barrierfree.jp

第16回 パーソンセンタードケア
ワークショップ in 大阪
認知症ケア「パーソンセンタードケア」について
ワークショップを通してわかりやすく学びます。
日時　平成24年5月19日（土）12：30～16：30
会場　日本メンタルヘルス協会大阪校
参加費　CLC会員・ブリコラージュ読者5,500円、
一般7,500円
●申●問全国コミュニティライフサポートセンター
（CLC）TEL022-727-8730
URL　http://www.clc.japan.com/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
キリン福祉財団　平成24年度
①キリン・こども「力」応援事業
②キリン・シルバー「力」応援事業
子どもの発想から生まれ、子どもが主体となり
実施する活動や、高齢者が地域のために、その
知識・技術・経験を活用するグループによるボラ
ンティア活動に対し助成します。
対象　①18歳以下のメンバーが中心となり
活動する4人以上のサークル、グループ※
小・中・高等学校、フリースクール・フリース
ペース・児童館・児童養護施設などが計画
運営しているクラブ・サークル活動・課外授
業や修学旅行は対象外②65歳以上のメン
バーが中心となって活動する4人以上のグ
ループ※老人福祉施設などが計画・運営し
ているクラブ活動・サークル活動は対象外

助成額　①1件上限15万円②1件上限30万
円（総額①②あわせて1,200万円）

締切り　平成24年4月30日（月）消印有効
●申●問公益財団法人キリン福祉財団
TEL03-5540-3522

兵庫県共同募金会 平成24年度
ボランティア・ＮＰＯ支援事業
対象　兵庫県に所在し、県域または複数市区
町域で活動を行うボランティア団体・特定
非営利活動法人で1年以上の継続的、組織
的活動実績があること

助成額　1団体上限30万円（総額150万円）
締切り　平成24年5月18日（金）消印有効
●申●問社会福祉法人 兵庫県共同募金会
TEL078-242-4624

URL　http://www.akaihane-hyogo.or.jp/

みずほ教育福祉財団
第29回「老後を豊かにする
ボランティア活動資金」
高齢者のためのボランティア活動を奨励します。
対象　地域社会で高齢者のための活動をすす
めている幅広いボランティアグループ（住民
参加型在宅福祉サービス団体等を含む）で、
ボランティア数10～50人程度、結成以来
の活動実績が2年以上の団体（本助成を過
去3年以内に受けたグループ、老人クラブ、
法人格を有する団体は対象外）

助成額　1グループ上限10万円（140グルー
プ程度）

締切り　平成24年5月31日（木）
●申●問財団法人 みずほ教育福祉財団
TEL03-3596-4532

URL　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

募　集募　集
赤い羽根共同募金 平成24年（2012年）
記念バッジデザイン募集
対象　共同募金会の5府県（滋賀県・兵庫県・
奈良県・和歌山県・大阪府）に在住、または
在勤・在学の方

締切り　平成24年4月20日（金）
賞金　採用作10万円、愛ちゃん賞（5点）
5,000円、希望くん賞（20点）1,000円分図
書カード
●申●●問社会福祉法人大阪府共同募金会
TEL06-6762-8717

事務局長　 永守 研吾
事務局次長兼 権利擁護センター所長
 小林 茂
総務企画部 部長　 都 完治
総務企画部 副部長 戸田 達男
総務企画部 主事 吉田 尚史
総務企画部 主事（兵庫県健康福祉部社会福
祉局高齢社会課派遣）  長谷川 哲也
地域福祉部 部長（兼務免） 馬場 正一
地域福祉部 副部長 荻田 藍子
地域福祉部 主事　前川 奈津子（新規採用）
地域福祉部 研修生（［社福］みのり福祉会から
派遣） 黒川 泰代
生活資金部 部長 衣川 哲夫
生活資金部 主任 井筒 隆久
福祉事業部 部長 福島 真司
兵庫県福祉サービス運営適正化委員会
事務局長兼経営相談室長 藤原 泰仁
福祉人材センター 所長 前田 剛
福祉人材センター 副部長 安並 剛志
社会福祉研修所 所長 圓尾 辰夫
同研修第一部 部長 小田 直樹
同研修第一部 主任 松本 裕一
同研修第二部 部長 岩木 久敏
ひょうごボランタリープラザ 総務調整部 副部長
 前田 敬代
同総務調整部 主事 鬼城 良一
同交流支援部 部長 入江 浩子

福祉事業部 部長 長尾 泰邦
兵庫県福祉サービス運営適正化委員会事務
局長兼経営相談室長 才田 茂雄
社会福祉研修所 所長 濱口 清子
同研修第二部 参事 惣田 憲司
ひょうごボランタリープラザ交流支援部 部長
 野倉 加奈美

遺産相続の無料相談受付中！

・相続手続きって何をしたらいいの？
・もめないための事前対策はありますか？
・相続税がかかるか事前に相談したい。

相続　  遺言書　  相続税　  事業承継

県社協職員異動 平成24年4月1日付

退　職 平成24年3月31日付

神戸しあわせ相続サポートセンター

　 0120-161-362
受付（平日）８：００～２０：００
神戸市灘区永手町5丁目2番6号永手ビル4階（JR六甲道駅より徒歩1分）

兵庫県社協
「2015年計画」と
平成24年度の主要事業

お電話にて
ご予約下さい

どんな相談もお気軽に！
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